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評価項目数

項目数 必須
必須
以外

<1>
労務管理体制
（ストラクチャー）

48 24 24

<2>
医師の労働時間に向けた取組
（プロセス）

30 0 30

<3>
労務管理体制の構築と労働時間
短縮に向けた取組実施後の結果
（アウトカム）

10 4 6
アウトカム項目79，80，
81，82は時間外・休日
労働に関する実績値

計 88 28 60

全体評価を行う際の分類

必須項目 28項目

必須以外
（アウトカム項目79-82を除く）

56項目

必須以外（アウトカム項目79-82） 4項目

計 88項目

評価項目数(新規の場合）

項目数 必須
必須
以外

<1>
労務管理体制
（ストラクチャー）

41 18 23

<2>
医師の労働時間に向けた取組
（プロセス）

29 0 29

<3>
労務管理体制の構築と労働時間
短縮に向けた取組実施後の結果
（アウトカム）

6 0 6
アウトカム項目79，80，
81，82は時間外・休日
労働に関する実績値

計 76 18 58

全体評価を行う際の分類(新規の場合）

必須項目 18項目

必須以外
（アウトカム項目79-82を除く）

54項目

必須以外（アウトカム項目79-82） 4項目

計 76項目
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＜必須以外（アウトカム項目79-82）の内容＞
79：Ｂ水準、連携Ｂ水準及びＣ水準適用医師の年間平均時間外・休日労働時間数

（前回評価時又は前年度からの年間平均時間外・休日労働時間数が減少していれば〇）

80：Ｂ水準、連携Ｂ水準及びＣ水準適用医師の年間最長時間外・休日労働時間数
（前回評価時又は前年度から年間最長時間外・休日労働時間数が減少していれば〇）

81：年間の時間外・休日労働が960時間超1860時間以下の医師の人数・割合・属性
（前回評価時又は前年度から人数・割合が減少していれば〇）

82：年間の時間外・休日労働が1860時間超の医師の人数・割合・属性
（令和5年度までの評価は、前年度から人数・割合が減少していれば〇。令和6年度以降の評価では０になっていれば〇）

この切り口をベースに
全体評価を行う
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評価時点における
必須18項目の達成度

すべての項目で
取組が十分

必須項目に取組が出来ていない項目がある場合
必須項目の取組支援。
（達成できず一定の期間を経た場合は4-2）

４－２．労働関係法令及び医療法に規定された事項
（必須項目）に関する医療機関内の取組に改善の必
要がある。

①必須以外54項目
（アウトカム項目79～82除く）
の評価時点での取組状況

+
②必須以外54項目
（アウトカム項目79～82除く）
に評価時点で取り組んでいない
場合の、医師労働時間短縮計画
の策定状況

+
③必須以外4項目
（アウトカム項目79-82）
の達成状況

定型コメント必須以外の項目の達成度

１．医師の労働時間短縮に向けた医療機関内の取組
は十分に行われており、労働時間短縮が進んでいる。

２．医師の労働時間短縮に向けた医療機関内の取組
は十分に行われているが、労働時間短縮が進んでい
ない。

３．医師の労働時間短縮に向けた医療機関内の取組
に改善の必要があるが、医師労働時間短縮計画案か
ら今後の取組の改善が見込まれる。

４－１．医師の労働時間短縮に向けた医療機関内の
取組に改善の必要があり、医師労働時間短縮計画案
も見直しが必要である。

医療機関に【中間報告】
いったん評価を保留して、医療機関に対して一定期間（90日）
のうちに改善に向けた取組を実施するよう依頼。
評価センターは改善の支援をしていく。

全体評価の仕方
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サーベイヤー
調査結果報告書提出（個別項目評価と全体評価）

審査部会
全体評価：1，2，3

内容を確認

必須項目未達成や、現時点の取組状況や今後の取組予定に改善
の必要がある場合、医療機関に【中間報告】を行う。
この場合、いったん評価を中断して、医療機関に対して一定

期間（90日）のうちに改善に向けた取組を実施するよう依頼。

評価委員会
審査部会の審議結果を踏まえ、評価委員会として評価結果を決定

理事会
評価委員会の審議結果を踏まえ、評価センターとして評価を決定

・医療機関から指定申請を受領
・都道府県医療審議会や地域医療対策協議会などを経て指定決定
（医療機関によっては勤改センター等による支援も検討）

医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー

都道府県に結果通知
医療機関に結果通知
（14日間以内に質問があれば対応）

・結果を確認し、都道府県に指定申請

質問なし

サーベイヤーの評価から評価決定までの流れ

改善を確認
全体評価：1，2，3

改善が不十分
全体評価：4-1、4-2

医療機関

・都道府県の指定通知後に36協定を締結 ・医療機関に指定通知、指定の公示と評価結果の公表

都道府県


